























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1, Gravdtropic Mutants in PJlyCOm_VCeS blakesleeam(S
StrainGenotype 微&没問�Phenotype 
C5(.arB10ge0-10(-) 泌%$ﾃ�SSR蒟Dr�albino,phytoeneaccumula- tion. 
C202(.arB10ge0-2(-) C210geo-(-) �3R蒟Dr�3Rﾄ薀r�alsofastgraVitropism GrowthrPte-2.5mm/hr. graVitroplSm:latency-50-60 m享ns,Bendingrate-0.3deg/ mュn Stiff,Non-.graVitropism,May belonglatency,～200mins. 
C213(.arA5ge0-3(-) �3"ﾄ薀r�Stiff.albino 
C215geo-(-) �3"ﾄ薀r�Stiff.Yellow,NongraVitropic inlengthsO.5-3cm 
C216gL,0-(-) �3"蒟Dr�Sti臥Yellow,N()ngravitropic 
C217geo-(-) �3"ﾄ薀r�Stiff,Yellow,Nongeotr()plc 
C218carB10ge0-4(-) C219ge0-mad-(-) �3Rﾄ薀r�3Rﾄ薀r�albino,latency-60min, Growthrate=1.8mm/hr. Bendingrate-0.1-0.3deg/ minnormalphototroplSm Stiff,Yellow,NongraVi- tropic,PhototroplSmathigh 
C221carBIOge0-5(-) C222carB10ge0-6(-) C227ca7,A5ge0-7(-) �3R蒟Dr�3R蒟Dr�3$薀r�intensity(Ⅰ-0) Growthrate=3mm/hr. graVitroplSm:latency-60 min,Bending.ratei=0.2deg/ _hr.PhototroplSmnOrmal Growthrpte-2.2mm/hr. gravitroplSm:latency-30 min,Bendingrate-0.4deg/ min.Phototropismnormal. albino,"stiff",bending 
rate-<0.1deg/min 
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ツノゴケ綱 ツノゴケ｢] AIL/ilo(.(,rOS♪Zl1lr/allILq 苔煩綱 ゼ二ゴケR Fe!gtItL?/Ill(.OflL'(.(I 調�十 梯�/ / / / / 
LILmlllm'a(.rztL7'a7llI 偖ﾂ�+ 梯���
Marl.ha71llaf,aleace〝 偖ﾂ�+ 梯�
M.(,ol_vm(Jrf)ha 調�+ 調�+ 
RebollliahemispllL,ri(.lI 偖ﾂ�+ 梯�/ 
ウロコゴケ臼 Pellz'tI(.alyL-zna 調�+ 偖ﾂ�+ 
P.ePiphy//(1 調�ｲ�十 + 調�+ 
AneuraPinglJi.i- MelZgert'ajTurL.a/a Loj)]lOCOleabiden/at〟 LejelJnaSeYP_vlllf()rid Lepz'doziarePtans 辞類綱 ミズゴケ目 SphagnumobfuslLm 剪����/ + 
S,symblfoh'um 調�十 �8��/ 
S.(7LSPidatum 調�+ 梯�/ 
S.S～Lbnzltens 調�+ 梯�/ 
ホウオウゴケ目 Fissl'densbryotdes ���/ ���/ 
F.decipens/ 調�+ ��ﾂ�/ 
Fadianfoides 調�+ 梯�/ 
ホンマゴケ目 MnizLmPILnClafzLm 偖ﾂ�+ _し 十 梯�/ 
M.tlndulafum 調���ﾒ�/ 
M.horum 調�����± 




センボンゴケR Tortllla77LY.alis 偖ﾂ�+ 梯�/ 
T.szLbtLkZla ヒョウタンゴケ臼 梯�/ ���/ 
FllnaliahJg710me/rica 夕チヒダゴケ日 調�/ + 調�+ 
Or/ho/rz'(jzzLmanOmalll〝l シ卜ネゴケ目 ������± 
Hvlo(ーomz'Z/ms(lZLam)SZtm 調�梯�/ 
H,ゆmLmSCJlJ.eben' 調�+ 梯�/ 
H.glganteZLm 調�十 梯�/ 
H.(てLPresstforme ���/ 梯�/ 
B71a(.h_vfhe(7-2Lmrulabztlzl7n 梯�/ ���/ 
B.(,llLmOSZJm 梯�/ ���/ 
AmblysLeglumimgzLILm キセ7レゴケ日 梯�/ ���± 
Dif,jlySCiumsessile イヌマゴケ臼 ���± ���± 
Fonttnariaanlif,yretica スギゴケ目 ���± 梯�/ 
PolvtrirhumcommlLne 調�+ 調�+ 
P.g71aCile 調�/ 調�+ 
PpillfertLm 調�± 調�+ 
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ウモロコシ(Anjou 210を除くB73×Missouri17, LGll, Golden Cross
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表1. Mutant Plants and Their Modified Responses to Gravity




Agravitropic shoot No sedimentable amyloplasts
Diagravitropic sh(mt Insensitive to auxin




aux-1　　　Agravitropic root E霊rrea諾stoafni昔話idst se｡.
imentati()∩
Open hypocotyl h()ok
Dwf EngdrasVhii諾pic root .A,uexinhrye,Sisct.atnytl L200.01'~fold)
Reported in also reference No･ 52･
PZ'LVLm Sa/lLJllm
ageotropum Agravitropic r()()t Abnormal ER distribution in
and lighトinduced stat()cyte
shoot gravitropism No lateral redistribution of
auXln
Less ability t() produce ethyl-
ene
Very low geoelectric effect













cv. Merit Light-induced root
Kelvedon 33　　　　　　　　gravitr｡pISm
Golden Cross Bantam 70
Reported in also reference No･ 53
See reference No. 49.
Auxin deficient
Exceeded growth rate due t()
less amount.of inhibitor
Smaller size of amyloplast
Lesser lateral redistributi()n
of amyloplasts and auxin
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ワークショップのまとめに代えて
菅　　　　　洋
系統発生的に進化段階の異なる生物(動物は除く)に於ける,重力反応
研究の現状と問題点を整理する上で今回のワークショップは,大きな成果
があったと思われる｡その議論において摘出された問題点の2,3を整理す
れば以下のようである｡
Ⅰ.研究材料と研究手法について
研究材料については,基本的な共通機構をさぐるためには,単細胞のも
のはかえって有利であろうという意見もあった｡重力感受のステップでど
のようなものが受容体であるのかが問題である｡環境反応においては受容
体がはっきりしているものの研究分野では学問の進歩が早いo　しかし,一
方で重力反応の場合単細胞のものでは受容体がはっきりしないものが多い
などの問題がある｡
細胞性粘菌のようなものは多様な生活環をとるが,生活環のある相にお
いて重力反応が発見された｡細胞増殖に対して,動物でみられる重力の効
果との対比なども話題となった｡粘菌の多様な生活環の各相の中で,重力
に感応する時としない時での,細胞内容の違いなどを調べるのも今後の興
味ある問題であろう｡
さらに高度な藻類,コケ,シダ類では平衡石に相当する構造体が発見さ
れているものといないものがあり,高等植物との関連で興味があるが,研
究は多くないのが現状である｡
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高等植物では,比較的研究も多くさらに器官別(梶,地上部など)でも
研究されているが,重力反応性を失った突然変異系統を利用して研究でき
るなどの利点がある｡しかし,構造が複稚であるなどの問題や,材料によっ
て統一見解が得られてい,ないなどの問題も多い｡しかしいずれにせよ今回
とりあげたような,系統発生上の異なる位置にあるこれら生物の重力反応
研究の成果を比較検討することは,今後の研究進展上極めて大切であろう｡
研究手法については,史的にもあまり大きな展開は見られていない｡し
かし,2軸のクリノスタットの開発改良や,電気生理研究の手法の導入など
は,今後の研究進展に大きな期待がもたれるであろう｡
例えば,重力反応における受容体が何であるにしても,石みたいなもの
がゴロツと落下することを考えると,それ以後反応の生起までは長い反応
のようであるが一方電気的にみると,反応は極めて早く起こることが指摘
された｡その場合は,石がほんの少し位置を変えただけで反応が起こるこ
とが指摘された｡
ⅠⅠ.反応機構について
『刺激受容一刺激変換一反応生起』の一連の反応鎖については,重力の
変化の認識と反応を,区別することが大切であろうという意見が多かった｡
そのためには,刺激の受容と反応を,別のものとして考える必要がある｡一
緒にして考えると,ブラックボックスが大きくなるだけである,という指
摘があったo電気生理的な早い反応は,その意味で有意義である｡しかし,
一方では,それはある種の現象論にすぎないのではないかという批判もあ
る.トレーサー実験などを組み合わせるのも,今後の方向であろうという
指摘もあった｡
反応機構の研究にミュータント(突然変異種)の有効なことは判ってい
るが,遺伝的バックグラウンドが同じで,ステップの異なるミュータント
をとることが必要であろうと言う意見があった｡
反応機構の中で,一番問題にされやすいホルモンの関与については,抽
出可能なホルモンと,生物検定したものと違うことが多いので,化学的に
抽出したものが,現象に対して正しいものを反映しているとは限らないの
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で今,色々な方法でホルモン差を探しても,これ以上あまり新しいことは
でてこないだろうとの指摘もあった｡
ホルモンの作用機作がもっと良く判った時,それが重力屈性にどのよう
にあてはめられるのか,という考え方をした方が良いのではないか,とい
う意見があった｡系統発生的には,藻類の車軸藻より高等なものでは, IAA
が働いていると考えられるが,それよりプリミテブな系ではIAAは働いて
いないだろうと言う意見もある｡そこではカルシウムが,主として作用し
ているのではないか｡高等植物でも,根はプリミテブな器官という考え方
もできるかも知れない｡光反応において,高等植物ではフイトクロム系が
働いているが,よりプリミテブなものでは,青色光が働いているというよ
うな考えに対応して重力反応の場合も,系統発生的に進化程度の異なる生
物については,問題を設定できるかも知れないとの意見表明もあった｡
しかし,一万系統発生的に異なる植物も,陸上に生活しているものでは,
重力反応については,むしろ同一と考えられないかと言う意見もあった｡生
物が海から陸上に出てきた時以外は,重力に関しては1gで変わらないか
ら,むしろ受容体などはどのような植物でも,同じではないかという考え
もできるという意見もあった｡
最後に重力反応と遺伝子発現について,重力反応でも遺伝子発現を行っ
ているのであろうかとの問題が話題となったが,蛋白や核酸の合成系を加
えて考えた時の重力反応はどうであろうかについて議論があり,少なくと
も偏差生長を保証するだけの蛋白は必要であろうとの意見があった｡
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